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写
の

『

諸
仏
要

集
経
』

を
は
じ
め

、

竺

法
護
訳
の

仏

典
が

多
数
発
見
さ

れ

て

い

る

こ

と

が
、

何
ら
か

の

手
が
か

り
と

な

る

か

も
知
れ
な
い

。

　
竺

法

護
訳
の

初
期
〈

無
量

寿
経
〉

写
本
が

実

在
す
る

場
合

、

 
『

大

阿
』

訳
出
（

支
謙
（
二
一
＝
一

−
二

五
三

の

問）

あ

る

い

は
支
婁

迦
讖

二

七
八

−
一

八

九
の

問）
）
、

 
『

平

等
』

訳

出
（
吊
延
（
白
延）

二

五

六

ー

二

五

九
頃）

、

 
竺

法
護

訳
成
立

（
三

〇
八

年）

↓
写

本
と
し

て

流
布、

 
無
量
寿

経
と
し

て

『

道
安
録
』

に

記
載
（
三

七
四

年
頃
）

と

い

う

経
過

を
た
ど

っ

た

結
果、

竺

法
護
訳
は

失
わ

れ、

『

大
阿
』

と

「

平
等
』

の

み

が

「

五

存
」

の

二

訳
と

し
て

残
さ

れ

た

こ

と

に

な
る

。

　
い

ず
れ

に

し

て

も
、

旅
博
所
蔵
写
本
の

中
に
、

現

存
最
古
級
の

初
期

〈

無
量
寿
経
〉

写
本
の

存
在
が

確
認
さ

れ

た

こ

と

は

疑
い

な

く
、

今
後、

当

該
経
典
の

成
立

や

翻
訳
の

系
譜
の

再
構
築
を
促
す
可

能
性
を

秘
め
て

い

る
。

　
（

拙
稿
「

旅
順

博
物
館
所
蔵
の

浄
土

教
写
本
に

つ

い

て
」

『

国
際
文
化
研

究
』

（
龍
谷
大

学
国

際
文

化
学
会
）

→

二
、

二

〇
〇
八
、

二

九

−
四

四

頁

参
照
）

『

医
心
方
』

と

『

外
台
秘
要
方
』

多

　
田

　
伊

織

　

本
発
表
で

は
、

佚
書
『

僧
深
方
』

の

輯
佚
を

通
し

て、

大
部
の

医
学
全

書
で

あ
る
日

本
の

冖、
医
心
方
』

と

唐
の

『

外
台
秘
要
方
』

の

編

纂
意
図
の

違
い

と、

同
じ

『

僧
深
方
」

が
、

、
一

書
の

問
で

は

ど

う
異
な
る
か

、

そ
し

て

六

朝
期

、

劉
宋
か

ら

南
斉
の

間
に

活
躍
し

た

と

さ

れ

る

僧
侶
「

僧
深
」

の

手
に

な
る

『

僧
深
方
』

が
一

体
い

か

な
る
医
学
書
で

あ
っ

た

か

を、

考

察
し

た
い

。

　

丹
波
康
頼
『

医
心
方
』

三

十
巻
（

永
観
二

年
　
九
八

四

年
進
上）

は、

現
存
す
る
日

本
最
古
の

医
学
全
集
で

あ
る

。

先
行
す
る

中
国
・

朝
鮮
・

日

本
の

医
学
書
か

ら
の

引
用
で

成
り

立
つ

本
書
は、

唐
・

王

熹
の

『

外
台

秘

要

方
』

四
十
巻
（
天
宝

十
一

載
　
七

五
二

年
成
立
）

と

の

類
似

性
が
以
前

よ

り

指
摘
さ

れ

て

い

る
。

　
『

医
心

方
』

と

『

外

台
秘
要

方
』

が、

す
で

に

散
逸
し

た

唐
代
ま

で

の

古
医
書
の

宝

庫
で

あ
る

こ

と

は

言
う
ま
で

も

な

い
。

『

隋

書
』

経
籍
志
に

三

〇
巻
と

著
録
さ

れ
る

『

僧
深
力
』

は
、

藤
原

佐
世
『

日
本
国
見
在
書
目

録
』

（
寛
平

九
年

　
八

九
七

年
ま

で

に

成
立）

に

も

「

方

集
　
廿
九

　
尺

僧
深
撰
」

と

し
て

著

録
さ

れ

て

い

る
。

『

医
心
方
』

が

重

要
な
の

は、

北

宋
の

校
正
医

書
局
に

よ

る

改
訂
を

経
て

い

な
い
、

遣
唐
使
将
来
の

原
本
の

系
統
か

ら

引
用
さ

れ
て

い

る

点
で

あ
る

。

今
利
用
で

き
る

最
も
占
い

『

外

台
秘
要
方
』

で

も、

校
正
医
書
局
の

改
変
を
受
け

た、

北
宋
も
し

く
は

南

宋
初
ま

で

下
が
っ

た

時
代
の

版
本
で

あ
る

。

　
幕
府
医
学

館
で

幕
末
に

半
井
家
本
『

医
心
方
』

模
刻
が

行
わ
れ

た

際、

『

医
心
方
』

は

単
方
を

中
心
と

す
る

こ

と
が

注
意
さ

れ

て

い

た
。

『

僧

深

方
』

輯
佚
に

当
た
っ

て
、

同
じ

症
状
に

対
す
る

『

外
台
秘
要
方
』

と

『

医

心

方
』

の

処

方
の

相
違
を

検
討
し

て

い

る

が
、

『

医
心

方』

所
引
の

『

僧

深
方
』

は
、

単
純
な
処

方
の

も

の

を

多
く
選
ん

で

い

る
。

こ

れ

は

日

本
医

学
の

後
進
性
を
示
す
と
い

う
よ

り
、

処
方
が

簡
単
で
、

す

ぐ

に

使
え
る

単

方
を、

丹
波
康
頼
が
選
ん

だ、

と

考
え
て

い

る
。

単
方
を

ま

と

め

た

医
書

は

需
要
が
あ

り
、

『

隋
書
』

経
籍
志
に

も
、

北
魏

・

王

顕
の

『

王

世
栄

単

方
一

巻
』

、

隋
・

許

澄
『

備
急

単
要
方
三

巻
』

な
ど
が

見
え
る

。

た

だ

し、
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他
に

代
替
が

効
か

な
い

一

部
の

特
殊
な

処

方
に

つ

い

て

は、

『

医
心
方
』

は

『

僧
深
方
』

か

ら

長
文
を

引
用
す
る

。

こ

う
し

た
処
方
に

は
、

道
教
系

統
の

万
能
薬
が
あ
り

、

仏
教
が

中
国
で

拡
大
し
た

六
朝
期
に、

医
学
の

分

野
で

、

道
・

仏
の

交
流
が

盛
ん
に

行
わ
れ
て

い

た

こ

と

を
示
唆
す

る
。

こ

れ

は

当
時
の

僧
侶
・

道
士
の

社
会

的
役
割
と

出
身
階
層
を
考
え

る

上
で

重

要
で

あ
る

。

　
『

外
台
秘
要
方』

を

『

医

心
方
』

が

参
照
し

た
と

考
え
ら

れ

る
個
所
は、

巻
四

の

「

治

髮
令
生
長
方
第
一
」

以

下
美
容
に

関
す
る

部
分
な

ど

で

あ

る
。

し

か

し、

こ

こ

で

も
、

丹
波
康
頼
は、

『

外
台
秘
要
方
』

を

引
き

写

す
の

で

は

な

く、

同
じ

薬
方
に

対
し

『

外
台
秘
要

方
』

と

は

異
な
っ

た

出

典
を

探
し

て
、

編
纂
し
よ

う
と
し

て

い

る
。

『

医
心

方
』

が
『
外
台
秘
要

方
』

を

引
く
の

は、

五

〜
六

カ
所
（
数
え

方
に

よ

っ

て

異
な
る）

で

あ
り、

残
り
は
、

類
似
の

処
方
が

あ
っ

て

も
、

で

き

る
だ
け

別
な

原
典
に

当
た
っ

て

い

る
。

　
『

僧
深
方』

な
ど

古
医

書
輯
佚
に

際
し
て
、

「

又
云
」

「

又

方
」

と

い

う

記
述
が

問
題
に

な

る

の

だ

が、

八

重
津
洋
平
氏
の

「

故
唐
律
疏
議
」

（
滋

賀
秀
三

編
『

中
国
法
制

史
　
基
本
資
料
の

研
究
』

東
京

大
学
出
版
会）

に

よ

る

と
、

敦
煌
・

ト
ル

フ

ァ

ン

か

ら

出
土
し

た

唐
代
の

律
疏
で

は
、

律
文

を

分
割
し

て

議
論
す

る

場
合、

第
二

段

以

下
の

律

文
の

部
分
の

頭
に

は

「

又
云
」

の

二

字
を
冠
す
る

。

恐
ら
く、

『

外
台

秘
要
方
』

や

『

医
心
方
』

の

「

又

云
」

「

又

方
」

も、

唐
代
の

こ

う
し

た

書
式
に

倣
っ

た
も

の

と

考

え
て

良
い

だ
ろ

う。

　
「

医
心

方
』

は
、

日

本
に

渡
来
し
た

唐
代
ま

で

の

中
国
・

朝
鮮
の

医
学

文
献
を

基
に

、

日
本
の

実

情
に

合
わ
せ

、

庶
民
か

ら

貴
族
ま
で
、

手
近
な

薬
草
か

ら
、

高
貴
薬
ま

で

を

含
む
、

あ
ら

ゆ

る

階
層
の

患
者
に

対
応
し
た

薬
方
を
収
め

る
。

丹
波
康

頼
が

目
指
し

た

の

は
、

医
学
に

精

通
し
て

い

な

く
て

も、

開
き
さ

え

す
れ
ば、

治

療
法
が

見
つ

か

る
便
利
な
書
物
で

あ

っ

た
。

『

外
台
秘、
要

方
』

が

名
医
の

た

め

の

専
門
マ

ニ

ュ

ア

ル

で

あ
る

と

す

れ
ば

、

『

医
心
方
』

は

ひ

ろ

く

治
療
を

求
め

る
人
の

た
め
に

開
か

れ
た

マ

ニ

ュ

ア

ル

で

あ
る

。

（
本
発
表
は

平
成
二

十
一

年
度
文
部

科
学
省
科

学
研

究
費
の

助
成
に

よ

る
も
の

の
一

部
で

あ
る

。

）

中
国
に

お

け

る

「

維
摩
詰
」

語
釈
の

変
遷

山
　
口

　
弘

　
江

　
『

維

摩
経
』

は

中
国
及
び

東
ア
ジ

ア

文
化
圏
に

多
く
の

感

化
を

与
え
た

が
、

特
に

思
想
面
で

の

影
響
は

鳩
摩
羅

什
が
弘
始
八

年
（
四

〇
六）

に

訳

出
し
た

『

維
摩
諮
所
説

経
』

の

登
場
と
、

訳
者
羅
什
や
そ
の

高
弟
達
が

先

駆
的
に

注
釈
を
施
し
た
こ

と

が

大
き

な
契
機
と

な
っ

て

い

る
。

そ
の

後、

南
北

朝
時
代
か

ら

唐
代
に

か

け
て

諸
師
が

競
っ

て

『

維
摩
経
』

を
講
じ

た

が
、

羅
什
訳
の

経
題
に

見
え
る

「

維
摩
詰
」

に

対
す
る

各
師
の

語
義
解
釈

を

比
較
す
る

と
、

変
遷
の

経
過
が
見
ら

れ

る

ご
と

く
で

あ

る
。

　
梵

語
く屮
日
巴
帥

町
触

匡

は

経
の

主
人

公
の

名
で

あ
り、

「

汚
れ

な
く

名
声

の

高
い

者
」

と

の

意
で

そ

の

人

格
を
示

す
語
で

あ
る

。

そ

の

音
写

語
で

あ

る

「

維
摩
詰
」

の

語
は

、

既
に

支
謙
訳
に

現
わ
れ、

羅
什
も
『

維
摩
詰
所

説
経
』

以
外
の

経
典
に

は

「

毘

摩
羅

詰
」

が
用
い

た
が、

翻
訳
に

際
し

て

は

最
終
的
に

梵
語
に

よ

り

正

確
な
「

毘

摩
羅
詰
」

を

経
題
に

用
い

ず、

支

謙
訳
以
来
の

伝
統
を
重
視
し

て

か
、

「

維
摩
詰
」

の

音
写
語
を
採
用
し
た
。
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